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 犬の歩様異常はよく見られる臨床症状の 1 つである。その原因としては、骨折や脱臼な

ど足そのものに問題がある場合、心臓などに問題がある場合、脳や脊髄などの神経に問題

がある場合などが考えられます。 

このシリーズの中で神経の病気に関係したトピックスが紹介されてきています。 

トピックス第 7号「 CT MRIで何がわかるの？ 」 

トピックス第 10号「脊髄軟化症の診断は難しい」 

トピックス第 17号「犬にもある脳梗塞」 

トピックス第 24号「見逃されがちな馬尾候群」 

トピックス第 28号「 MRIから見た犬の脳疾患」 

トピックス第 54号「症例報告ウェルシュコーギーの変性性髄膜症の 1例」 

これらの病気の多くは臨床症状の 1 つとして歩様異常を示しており、正確な診断には

MRI検査が有効ですが、その前に原因が神経にあるのかどうかを見極める必要があります。

神経学的な異常を診断する場合、触診や血液検査などの一般的検査に引き続いて神経学的

検査が行われます。この検査は病気が神経の病気であるのかどうか、神経のどのレベルの

異常なのか(大脳小脳脳幹など脳のどのレベルか、脊髄のどの部位の異常なのかなど)を検出

するものです。今回は、この神経学的検査の概要について解説していきます。 

神経学的検査ではまず患畜の基本情報に続いて、姿勢反応、脊髄反射、脳神経、知

覚の検査を行います。 

 

図１基本情報 

図１には基本情報の入力項目を

示します。ここには名前、品種、

性別などの他に、外観の観察項目

（意識状態、姿勢、歩様など） 、

触診項目（骨関節の状態、筋肉の

状態など）などを入力していきま

す。この中には、病気の進行の程

度などの項目があり、病気の鑑別

診断リストを作成する上で役に

立つ情報が多くあります。例えば、

症状が急に発現しているのか、

徐々に進行してくるのか、犬の年齢が若いのかなどによって考えられる病気が絞られてき



ます。急性の場合、中毒、外傷、循環器系発作、感染症あるいは腫瘍などが考えられます。 

 

図２姿勢反応 

図２には姿勢反応の検査項目

を示します。姿勢反応の項目は肢

の異常が神経からくるものかど

うかを判断する上で役に立ちま

す。またその異常が片側性なのか、

体の前の方なのか後ろの方なの

かを推定することができます。前肢後肢それぞれ左右の肢を検査することになりますが、

特に大きな犬、体重の重い犬では全てを検査するのは大変ですし、触られたり抱っこされ

るのに慣れていない犬では検査できない項目もあります。 できるだけすべての項目につい

て検査をするようにします。 

 

図３脊髄反射 

図３には、脊髄反射の検査項目を示します。この検査は筋肉あるいは腱を刺激した場合の

筋の伸展や屈曲の程度を調べるものです。前肢、後肢では前方、後方、遠位のそれぞれの 3

つの筋肉あるいは腱を叩いた場合の足の動き（反射程度）を観察します。正常な反応を 2 、

反応の低下を 1、反応消失を 0、反対に反応の亢進を 3と記入していきます。この検査によ

って異常な部位が脊髄のどの部位か（第４頚髄より前位の頚髄あるいは脳、第４頸髄から

第１胸髄、第２胸髄から第５腰髄、第６腰髄から第１仙髄、第２仙髄以降）を推測するこ

とが可能となります。例えば、両前肢の反射が全て正常で後肢の反射が亢進している場合、

脊髄の胸髄の 2番目から腰髄の 3番目に異常があることが推測されます。 

 

図４脳神経 



図４には脳神経の

検査項目を示しま

す。脳神経は 12

種類あり、それぞ

れの神経に関連し

た項目を検査して

いくことになりま

す。図の右の欄に

それぞれの検査に

おいて検出する脳

神経を示していま

す。眼瞼反射、威

嚇瞬き反射、対光

反射など目に関す

る検査項目が多く

挙げられています。

足の麻痺があり脳神経特に目の威嚇反応などの異常があれば脳のどこかに異常があること

が強く疑われます。 

 

知覚 

 知覚の検査項目には表在痛覚、深部痛覚、知覚過敏があります。その中で深部痛覚は神

経学的異常の重症度を図る上で重要な項目になります。 

 

このように神経学的検査は多くの検査項目があり、その中には飼い主さんが簡単にでき

るものも含まれています。けれども、ひとつの項目の異常が神経学的な病気を示すもので

はなく、それぞれの項目を系統的に実施してことで神経学的な異常を正確に検出すること

ができます。もし可愛がっている犬が神経の病気と考えられる場合獣医さんのところに連

れて行くことをおすすめします。 

脳や脊髄の異常が考えられる場合、脳波検査、 CT 検査や MRI 検査が必要な場合が多くあ

ります。これらの検査には麻酔をかける必要があり、また検査費用も高額となります。本

当にそういった検査が必要かどうかを見極める上でも神経学的検査が重要になってきます。

獣医の先生方には神経学的検査の多くの項目について検査し記述して、神経学的異常の見

極めをしていただきたいと思います。 

神経学的検査の指標として獣医神経病学会; http://www.shinkei.com が提唱している神

経学的検査表; http://www.shinkei.com/pdf/sheet2014j.pdf が役に立ちます。 

http://www.shinkei.com/
http://www.shinkei.com/pdf/sheet2014j.pdf

